「選挙活動における要約筆記通訳の認定に関する請願」補足説明

１．聴覚障害とは？

　　聴覚障害とは、コミュニケーションの障害です。コミュニケーションは、人と人、
人と社会とのかかわりの質を決定する重要な役割を果たします。しかし、聴覚障害を
持っていると、その大切な人と人、人と社会との関わりを阻害されてしまうのです。

　　また、身体障害などと大きく異なる点は、「見ただけでは障害があるとわからない障害
である」ということです。

　そのために、社会の理解が大きく遅れてしまったという歴史的背景があります。

　また、単に「聞こえない」という障害があるだけでなく、その聞こえないことにより、「情報が手に入らない」というさらなる障害を生み、その情報不足ゆえに「能力が低い」　　

などの誤解を受け、孤独な状態を強いられ、社会参加し自己決定する機会を奪われて
きているのです。

２・手話と要約筆記

　手話は、外国語と同じ、日本語とは異なる体系をもつ、ろう者にとっての第一言語です。

　特に、高齢ろう者にとっては、幼くして手仕事に従事したり、教育の環境が整っていなかったことなどから、日本語を獲得する機会の不足により、手話だけしか理解できない方々もおり、命や人権に関わる日々のできごとにも、手話通訳は大切な情報保障手段になります。

　しかし、日本語を獲得した後で、徐々に聴力を失ったり、病気や事故などで、ある日
突然聴力を失った方々（それは、明日のあなたかもしれません）にとっては、外国語のような手話をすぐ獲得することは大変難しく、十分なコミュニケーションができる手段ではありません。

　そのために、慣れ親しんだ日本語を文字で情報提供する要約筆記通訳が、なくてはならないことになります。

　つまり、単に“聴覚障害”と言っても、聞こえなくなった時期や、教育の種類、育った環境、聞こえなくなった状況などにより、必要となる情報保障手段は、多種多様にわたることになります。

　そして、手話通訳者・要約筆記者は、介護ヘルパーと同じく、利用者である聴覚障害者や高齢者の皆さんに、専門的なサービスを提供する、福祉サービスの担い手です。
近い将来には、あたらしい事業創出、雇用創出の場としての役割も担っていこうとする分野でもあるのです。

３．選挙と要約筆記

　社会とのコミュニケーションを断たれてきた聴覚障害者ですので、選挙の場面でも、
候補者の街頭演説を聞くこともできず、演説会や討論会にも出席できませんでした。

　また、政権放送から情報を手に入れることも現状ではたいへん難しいのです。　
そんな、情報を等しく手に入れられない不平等さを少しでも改善したいと言う思いで、選挙における“情報を保障する”という観点からの公職選挙法の改正を求めました。

　　9月に行われた塩尻市長選候補者合同演説会において、希望者に個別の方法（個別に
ＰＣとモニター画面）で通訳を行いました。本来なら、自分の障害（プライバシー）を
公にすることなく、聞こえる人たちに混じって、いつでも参加したい場所に自由に参加
できることが理想です。

　
そのための通訳スクリーンの設置を要望しているわけですが、現状では公職選挙法違反となってしまうための苦肉の策でした。

初めて候補者の生の様子を見ることができた聴覚障害者からの、感激の声です。

・・・・・・・・・・・・・・・

◎　選挙権を得てから初めて生の声？（文字情報）を聞く（見る）ことが出来ました。
　色々な選挙において街頭演説や小集会、あるいは今回の合同演説会など、中失・難聴者にとって選挙候補者の公約などは新聞などメディアで知ることは出来ても候補者の人柄や公約に対する思い入れの度合い、あるいは市長になってからの理念等、今晩の情報
保障で知ることが出来ました。
　　新聞などの記事位しか候補者を選択する情報が無かったのですが、今晩の合同演説会で自分の投票したい候補者が見えてきたようです。
◎　やっぱり要約筆記ほしいねえ、「おっ、そうだそうだ」「えっ、おかしいよ」「ほー！
そう言うことも考えられるのねえ」等々、新鮮な発見が出来た4人の候補者のご意見。 
これがほんとうに「候補者の考えを聞く」と 言うことでしょうね。
　　聞こえなくなってずーと公報だけが頼りでした。
今夜 自分の目で 候補の話を聞き、それぞれの考えを知ることが出来、こうでなくては
いけないのだ、と はっきりわかりました。
・・・・・・・・・・・・・・・

　こういった声の集まりが、今回の請願書となりました。

★　請願・陳情を提出し、採択され、国へ意見書が提出されたのは、

以下の２０議会です。

平成１４年１２月　　　塩尻市議会、

平成１５年２月　　　　長野県議会、

３月　　　　諏訪市、茅野市、岡谷市、下諏訪町、富士見町、原村
　　　　　　　　　　６月　　　　伊那市議会、飯田市議会、更埴市議会、大町市議会

　　　　　　　　　　　　　　　　佐久市議会、駒ヶ根市議会、中野市議会、須坂市議会

　　　　　　　　　　　　　　　　上田市議会、波田町町議会、松川村村議会
　　　　　　　　　　　　　　　　白馬村議会（議員提案）
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　実際には、話し言葉は１分間に３００文字以上の速さで話されですが、要約筆記の
場合は、手書き通訳で１分間に７０文字、パソコン通訳でも２００文字前後が人間の

能力の限界で、的確な情報として伝えるためいは、話しをまとめる＝要約　の必要が
あります。

　“要約”という作業は、通訳全てに共通する必要技術です。外国語との同時通訳、
逐次通訳、字幕付け（日本語も含む）など、全ての通訳活動で適切な要約が行なわれています。
文字にする場合は読む側の目で追える速度の限界からも、要約の必要があります。

　そのような制約があってもなお、聴覚障害者や高齢者の皆さんの、『人権の保障』と

して、誰もが同じようにその場へ“参加できる”ことへの保障と、反対か賛成か“同時に意見を出せる”ことへのを保障し、“自己決定を行える”ような保障するためには、
要約筆記通訳はなくてはならない情報保障手段なのだということを、深くご理解いただきたいと思います。

　　一地方都市だけで変えていける内容ではないかもしれませんが、誰かがどこかで
小さな声を出すことで、理解者が生まれ、増え、県内各地、それから全国へと、同じ
ような動きにつなげて行けたら、たいへんすばらしいことなのではないかと考えます。

　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

